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進

め

よ

う
海
外
か
ら
日
本
を
目
的
地
と
す
る
航
空

機
の
パ
イ
ロ
ッ
ト
に
と

っ
て
富
士
山
は
雲

海
に
浮
か
ぶ
安
全
燈
台
と
し
て
希
望
を
与

え
て
く
れ
る
と
共
に
着
陸
準
備
を
始
め
る

予
鈴
と
な
る
。

国
内
線
で
羽
田
か
ら
出
発
、
大
阪
伊
丹

経
由
、
福
岡
板
付
の
場
合
、
空
路
緑
４
号

が
最
短
で
経
済
的
路
線
と
し
て
選
ば
れ
高
度
約
３
千
メ
ー
ト
ル
で
定

刻
出
発
す
る
と
発
展
期
の
日
本
の
大
動
脈
を
身
近
に
感
ず
る
ル
ー
ト

で
あ

っ
た
。

ア
フ
リ
カ
の
砂
漠
や
シ
ベ
リ
ア
の
人
雪
原
と
異
な
り
、
四
季
色
彩
に

満
ち
た
豊
芦
原
の
み
づ
ほ
の
国
に
生
ま
れ
た
喜
び
を
か
み
じ
め
る
コ
ー

ス
で
あ
る
。
途
中
天
候
が
よ
け
れ
ば
富
士
山
頂
の
自
い
雪
と
左
の
窓
に

伊
豆
半
島
ご
し
に
太
平
洋
の
青
海
原
が
光
り
輝
く
名
古
屋
城
の
金
の

シ
ャ
チ
が
反
射
す
る
こ
と
も
あ
り
、
楽
し
み
の
ひ
と
つ
で
あ
る
。

伊
丹
空
港
に
着
陸
す
る
前
に
地
上
で
見
ら
れ
る
第
１６
代
天
皇

（仁

徳
天
皇
）
の
御
陵
は
格
好
の
目
じ
る
し
と
な
る
。
着
陸
前
に
見
え
る

こ
ん
も
り
し
た
左
手
の
丘
は
黒
田
官
兵
衛
が
捕
ら
え
ら
れ
て
藤
の
紋

に
連
な
る
荒
本
村
重
の
居
城
跡
で
あ
る
。
伊
丹
飛
行
場
の
航
空
管
制

が
米
軍
管
理
下
に
あ

っ
た
頃
は
ア
タ
ミ
エ
ア
ポ
ー
ト
の
発
言
が
多
く

と
ま
ど

っ
た
の
も
遠
い
昔
の
思
い
出
と
な

っ
た
ｃ

大
阪
を
出
て
西
に
向
か
う
と
夕
刻
の
神
戸
市
街
の
ネ
オ
ン
が
輝

き
、
前
方
に
姫
路
城
の
自
い
た
た
ず
ま
い
が
望
め
る
。
素
晴
ら
し
い

世
界
に
誇
り
得
る
本
造
建
築
物
で
西
洋
の
石
の
文
化
に
対
応
す
る
本

の
文
化
を
代
表
す
る
日
本
の
象
徴
で
い
づ
れ
世
界
遺
産
に
な
る
と

思

っ
た
ら
日
本
第
１
号
で
あ
る
。

美
し
い
海
中
公
園
瀬
戸
内
を
す
ぎ
る
と
ふ
る
さ
と
福
岡
板
付
で
あ

る
。
当
時
は
新
幹
線
も
米
着
で
空
港
の
西
側
は
勿
論
、
ビ
ル
の
姿
も

な
か
っ
た
。
多
く
の
日
本
の
都
市
は
昭
和
３。
年
代
か
ら
バ
ブ
ル
期
に

か
け
て
、
築
城
ブ
ー
ム
が
始
ま

っ
た
。
福
岡
城
も
そ
の
う
ち
再
建
さ

れ
る
と
待
望
久
し
か
っ
た
が
、
今
日
に
至
る
も
夢
の
中
で
あ
る
。
友

人
達
に
近
い
う
ち
に
間
も
な
く
と
云
ひ
続
け
て
い
る
が
―
　
残
念
至

極
で
あ
る
。

ア
ジ
ア
の
各
地
に
点
在
す
る
名
所
、
旧
跡
は
城
に
類
似
す
る
中
心

建
築
物
が
大
半
を
占
め
て
観
光
の
目
玉
と
な

っ
て
い
る
。
ョ
ー
ロ
ッ

パ
の
各
都
市
も
城
壁
に
囲
ま
れ
た
処
が
多
い
。
ア
ジ
ア
の
玄
関
日
と

自
称
す
る
福
岡
に
と

っ
て
拡
大
な
城
跡
の
活
用
は
大
き
な
資
源
で
あ

る
と
信
じ
て
止
ま
な
い
。
市
民
の
心
を
１
つ
に
す
る
シ
ン
ボ
ル
と
し

て
福
岡
城
跡
の
整
備
活
用
を
期
待
し
て
い
ま
す
。



二
夜
城
と
は
、
そ
の
名
の
通
り

一
夜
で
、

あ
る
い
は
ご
く
短
期
間
で
築
か
れ
た
城
の

●
と
で
ヽ
豊
臣
秀
吉
が
築
い
た
３
つ
の
城

が
知
ら
れ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
墨
俣
城

（岐

阜
一県
大
垣
市
）
、
石
垣
山
城

（神
奈
川
県
小

日
一原
市
）
、
大
隈
城

（福
岡
県
嘉
麻
市
）
で

あ‐
一る
´

●
永
禄
年
間
の
墨
俣
築
城
は
、
秀
吉
の
出

世
計
と
し
て
も
有
名
で
あ
る
。

一織
日
信
長
は
美
濃
斎
藤
攻
め
に
あ
た
り
、

本
曽
川
ヽ
長
良
川
、
揖
斐
川
の
中
洲
に
砦

・を
一築
こ
う
と
す
る
が
、
斎
藤
勢
に
よ

っ
て

一再
三
阻
止
さ
れ
る
。
そ
こ
で
本
下
藤
吉
郎

．が
一抜
擢
さ
れ
た
。
か
れ
は
奇
計
で
敵
の
攻

撃
を
封
じ
た
う
え
で
、
在
地
の
土
豪
、
蜂

須
賀
小
六
ら
の
協
力
を
得
て
、
上
流
か
ら

竹
・木
を
流
し

て
部
材
を
調
達
、
組
み
立
て

一て
自

い
紙
を
貼
り
、
こ
れ
に
矢
狭
間
な
ど

‐
‐
を
描
か
せ
て
、　
三
夜
に
し
て
普
請
を
終
え

・‐―た‐ず
美
濃
勢
は
大
い
に
驚
き
、
兵
を
引
き

上
げ
た
と
い
う
。

一
こ
の
話
、
出
典
は

『絵
本
太
閤
記
』
と

い
う
、
一江
戸
時
代
後
期
の
読
本
で
、
も
と

・よ
・り‐
史
実
で
は
な
い
。
と
こ
ろ
が
、
こ
の

話
が
一後
世
の
書
物
に
繰
り
返
し
孫
引
き
さ

れ
る
こ
と
に
よ
う

て
、
史
実
と
し
て
扱
わ

れ
る‐
ょ
う
に
な

っ
て
し
ま

っ
た
。

●
石
垣
山
城
は
天
正
１８
年

（１
５
９
０
）

の
小
田
原
北
条
攻
め
の
際
、
そ
の
本
陣
と

し
て
築
か
れ
た
も
の
だ
。
江
戸
時
代
初
期

の

『小
田
原
記
』
は
、
櫓
に
杉
原
紙
を
張
っ

て
自
壁
に
す
る
な
ど
節
約
し
、
４
月
１
日

の

一
夜
で
城
を
完
成
さ
せ
た
後
に
、
目
隠

し
と
な

っ
て
い
た
樹
木
を
伐
採
し
た
。
突

如
出
現
し
た
城
に
、
北
条
側
は
、
「
こ
は
彼

関
自
は
天
狗
か
神
か
。
加
様

に
二
夜

の
中

に
見
事
な
る
屋
形
で
き
け
る
そ
や
」
と
肝

を

つ
ぶ
し
た
と
伝
え
て
い
る
。

実
際

の
石
垣
山
城
は
総
石
垣

の
本
格
的

な
近
世
城
郭
だ
が
、
こ
れ
を
秀
吉
は
４
万

人
を
動
員
し
て
、
６
一月
末
ま
で
の
お
よ
そ

８０
日
で
完
成
さ
せ
た
。
見
せ
か
け
の

一
夜

城
よ
り
も
驚
か
さ
れ
る
史
実
で
あ
る
。

大
隈
城

（
益
冨
城
）

は
、
天
正
１５
年

（１
５
８
７
）

の
秋
月
攻
め

の
際

に
築

か

れ
た
も

の
で
、
貝
原
益
軒

『
黒
田
家
譜
』

（１
６
８
８
）
は
、
二

夜

の
中

に
見
馴
ぬ

自
壁
出
来
、
腰
板
を
打
た
れ
ば
、
見
る
も

の
驚
き
て
神
愛

の
お
も
ひ
を
な
せ
り
。
是

ハ
敵

の
目
を
驚
か
し
勇
氣
を
く
じ
か
ん
た

め
に
、
播
摩
杉
原
の
紙
を
以
て
、
夜
中

に

城
の
壁
を
は
ら
せ
、
民
屋
の
戸
板
を
集
め

て
墨
を
ぬ
り
腰
板
に
さ
せ
給
ひ
け
る
な
り
」

と
伝
え

て
い
る
。
秋
月
種
実
は
戦
意
を
喪

失
し
て
降
伏
し
た
と
い
う
。

た
だ
、秀
吉
の
従
軍
記

『九
州
御
動
座
記
』

や
、

フ
ロ
イ

ス

『日
本
史
』

に
は

一
夜
城

の
記
述
は
な

く
、
日
程
的

に
も
無
理
が

あ

る
。
『
小

田
原
記
』
と

の
類
似
が
気

に
な
る
と

こ

ろ
だ
が
、
『黒

―夜城 (南島原市)

田

家

譜

』

編

纂

に
あ

た

り

「
一

事

も

聞
見

す

る
事

な

き
無
稽

の

事

を
記

さ

ず
」
と
書

い
た
益
軒
で
あ
る
。
当
時
す
で
に

そ
の
よ
う
な
伝
承
が
あ

っ
た
の
だ
ろ
う
か
。

さ

て
、
２‐
世
紀

に
な

っ
て
各
地

で

一
夜

城

の
築
城
が
相
次

い
で
い
る
。
件

の
益
富

城
を
は
じ
め
、
黒
崎
城
、
原
城
や
鳥
取
城
、

佐
和
山
城
な
ど
。
工
事
用

の
足
場
な
ど

に
、

櫓

や
塀
を
描

い
た

ベ
ニ
ヤ
板

や
布
を
貼

っ

て
、
夜
間

に
は
ラ
イ
ト

ア

ッ
プ

す

る
。
期

間
中

に
は
城
内

で
様

々
な
イ

ベ
ン
ト
が
催

さ
れ
る
。

史
料
的
裏
付
け
が
な

い
デ
ザ
イ

ン
が
ほ

と
ん
ど
で
あ
り
、
城
郭

マ
ニ
ア
か
ら
は
評
判

は
高
く
な

い
が
、
こ
れ
だ
け
各
地
で
流
行
し

て
い
る
と

い
う
こ
と
は
、
そ
れ
だ
け
観
光
面

で
効
果
が
あ
る
と

い
う

こ
と
な

の
だ
ろ
う
。

や
は
り
市
民

に
往
時

の
威
容
を
可
視
化

さ

せ
る
こ
と
の
イ
ン
パ
ク
ト
は
大
き

い
。

ま
た
本
格
的
な
復
元
で
な

い

一
夜
城

ゆ

え

の
メ
リ

ッ
ト
も
あ
る
。
費
用
が
安
上
が
り

な
の
は
も
ち
ろ
ん
、
市
民
自
ら
が
築
城
に
ボ

ラ
ン
テ
イ
ア
で
携
わ
る
こ
と
が
で
き
る
し
、

ま
た
イ

ベ
ン
ト
終
了
後

に
解
体
し
翌
年
ま

た
造
り
直
す

こ
と

に
よ

っ
て
、
常

に
関
心

を
持
ち
続
け

・
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
。

そ
れ
は
将
来

の
本
格
的
な
復
元

に

つ
な

が

る
こ
と
に
も
な
る
の
か
も
し
れ
な

い
。

平
成
２２
年
９
月
２０
日

（敬
老

の
日
）

郷
上

の
歴
史
講
演
会

貧
甦
れ
―
福
岡
城
」
よ
り
集
録
）

益冨城の一夜城(嘉麻市)

ふ
く
お
か
の
歴
史
を
見
直
そ
う
！

甦
れ
！
『福
岡
城
」
と
「本
丸
御
殿
」

園
　
時
平
成
二
十
二
年
十

一
月
二
十
九
日

（月
）

受
付
開
始
　
十
三
時
よ
り

講
　
　
演
　
十
三
時
半
～
十
六
時
半

場
　
所
　
福
岡
市
福
祉
プ

ラ
ザ

「ふ
く
ふ
く
プ

ラ
ザ
」

福
岡
市
中
央
区
赤
坂

一
―

王
ノ
‐、卜
五

奮
〇
九
二
―
七
三

一
―
‐二
九
二
九

一
階

【ふ
く
ふ
く
ホ
ー
ル
】

演
　
題
一
、
今
な
ぜ
福
岡
城
天
守
閣
な
の
か
？

Ｎ
Ｐ
Ｏ
福
岡
城
市
民
の
会

理
事
長
　
石
井
　
幸
孝

二
、
福
岡
城
は
岩
盤
の
城
―

Ｎ
Ｐ
Ｏ
福
岡
城
市
民
の
会

事
務
局
　
野
田
　
弘
信

三
、
模
型

一
福
岡
城
本
丸
御
殿
と
南

の
丸

完
成
す
―

筑
前
城
郭
研
究
会

会
長
　
小
田
原
早
嗣
　
氏

参
加
費
福
岡
城
市
民
の
会

の
会
員

一
無
料

一
般

一
三
百
円

人
　
繭員
　
事
前
申
込
み

（先
着
一
一四
〇
名
ま
ε

参
加
申
込
み

福
岡
城
市
民
の
会

丁
Ｅ

Ｌ
　
０
９
２
１
７
１
６
１
８
２
３
８

Ｆ
Ａ
Ｘ
　
０
９

２
１
７
１
６
１
８
２

５
４

Ｆ
Ａ
Ｘ
　
０
９
２
１
５
６
６
１
６
１
３
４

（留
守
電
可
）

「名
前
」と
認
嘔
話
番
号
」を
電
話
又
は
Ｆ
Ａ
Ｘ
に
て

復元「下の橋御門」



ぎ
ゃ
っ
と
殷
雑

十
六
累

囲
々

碕

福
岡
城
探
誌

斉
隆
の
逝
去
は
六
十
余
日
秘
さ
れ
た
が
ヽ

そ
の
わ
け
は
側
室
が
懐
妊
中
で
い
そ
の
，出
生

を
待

っ
た
た
め
と
い
わ
れ
て
い
る
。一
■
一
●

藩
は
八
月
二
十
四
日
に
な

つ
て
、
一幕
府
に

対
し
斉
隆
の
死
去
を
報
告
す
る
と
ど
一も
に
，

肺
子
松
次‐
雖

（キ
清
）
の
婁
封
を
届
け

‐
出‐‐‐
た
，

生
ま
れ
た
ば
か

‐
り
の
赤
ん
坊
を
福
‐岡‐
藩
と
．

い
う
大
藩
の
藩
主

‐と
し
て
幕
府
が
特
別
●
認

め
た
の
は
斉
清
が
斉
隆
の
実
子
で
、
一徳
肝
征

三
家
の
一
橋
家
の
外
孫
で
あ

っ
た
か
ら
で
あ

″〈υ。
　
　
一　　　　一

・寛
政
七
年

（
一
七
九
五
年
Ｖ
十
月
六
日
、

嘲珊錦射
提
野
誘
群
″琳一事動璃

月
六

―
日
に
生
ま
れ
た
．ば
か
り
の
秀
．五
郎
で

あ

つ
た
と

い
う
。
側
室
に
生
ま
れ
た
．子
が
姫

で
あ

つ
た
の
で
、
斉
隆
の
側
近
井
手
勘
七
が

ひ
ぞ
か
に
秋
月
に
連
れ
て
行
き
、
代
わ
ヶ
に

赤
ん
坊
の
秀
五
郎
を
懐
に
抱
い
て
福
岡
に
連

れ
て
き
た
と
い
う
の
で
あ
る
。

井
手
家
は
播
磨
以
来

の
黒
田
の
家
臣
で
あ

り
、
―‥勘
七
億
ｔ
一拗
に
，‐して
保
羽
ぁ
り
‐″
と
い

鋤れ．一務戸‐‐‐‐‐才‐‐一敵」電姫一君‐‐‐の該け州保‐‐‐記証帥湘

，
と
あ
‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐斉‐‐‐一
，
信
任
．も‐‐‐日
ぐ
一
‐‐筑‐‐‐前
た
〓

¨̈
け】・一一嗜『「峙「一」一軸は一中【

も
う
殿
様
だ

っ
た
と

い
う

こ
と
で
あ
る
。

寛
政
十
二
年

（
一
八
〇
〇
年
）
斉
清
、
六

歳

の
時
初
め
て
江
戸
参
府
、
以
後
文
化
八
年

（二
八

一
一
年
）

に
帰
国
す
る
ま

で
江
戸

に

住
み
、
井
手
勘
七

の
保
育
を
う
け
な
が
ら
次

第

に
学
問
好
き
の
開
明
君
主

に
成
長
し
て
ゆ

く
。
幕
末

の
福
岡
藩

に
近
代
的
な
学
問
を
開

花
さ
せ
る
基
礎
は
こ
の
時
、
作
ら
れ
て
ゆ
く
。

文
化
、
文
政
年
間
は
江
戸
文
化

の
爛
熟
期
、

町
人
文
化

の
花
開

い
た
時
期
で
あ
る
。
博
多

で
も
櫛
田
神
社
境
内

に

「櫛
田
文
庫
」
が
文

政
元
年

（
一
八

一
八
年
）

に
開
設
、
博
多

の

町
の
人

に
公
開
さ
れ
、
近
代
的
図
書
館
と
し

て
歓
迎
さ
れ
た
。

「ボ
ス
ト

ン
市
立
図
書
館
」

よ
り
も
三
十
四
年
も
早

い
世
界
最
初

の
公
立

図
書
館

で
あ

っ
た
。
た
だ
国
学
、
神
道

の
振

興
を
強
調
し
す
ぎ
た
た
め
、
仏
教
界
か
ら
ク

レ
ー
ム
が

つ
き
、
藩

の
指
示

で
文
政
五
年
、

閉
鎖
さ
れ
た
。

文
政
六
年
、
鎖
国
日
本

に
近
代
科
学

の
種

を
ま
く

こ
と
に
な
る
人
物
が
長
崎

に
や

っ
て

く
る
。
長
崎
オ
ラ
ン
ダ
商
館

に
赴
任
し
て
き

た
ド
イ

ツ
人

の
医
師

シ
ー
ボ

ル
ト

で
あ
る
。

彼
は
翌
年
、
長
崎
郊
外
鳴
滝

に
塾
を
開

い
て

■
本
よ

に
医
学
、
博
物
学

た
な
ぜ
陽
鰍

磁
必
い

い

そ

の
門
下
生

に
福
岡
藩

の
武
谷
元
立
や
百
武

ば
．ん
り
　
一●

万
里
な
ど
も
学
ん
で
い
る
。

一
黒
田
斉
清
が
長
崎
御
番
巡
視

の
折
、
出
島

オ
ラ
ン

ダ
館

で
シ
ー
ボ
ル
ト
に
会

っ
た

の
は

―‐‐
文‐政
十
二
年
（ｒ秋
社
八
年
）
の
こ
と
で
、

こ
つ
峙
、
矮
行
わ
長
薄
も
同
伴
し
て
い
た
。

斉
清
は
本
草
学

（動
、
植
、
鉱
物
学
）

に

造
詣
が
深
か

っ
た

の
で
シ
ー
ボ

ル
ト
と

の
対

談
は
学
問
的

に
相
当
突

っ
込
ん
だ
も

の
で
、

シ
ー
ボ
ル
ト
を
驚
か
せ
た
。
斉
清

の

「本
草

啓
蒙
遣
」
等

の
著
書

に
は
シ
ー
ボ
ル
ト

の
助

言
が
あ

っ
た
と

い
う
。

斉
清
は
静
か
な
学
究
肌
の
人
で
あ

っ
た
が

二
十
代
か
ら

の
眼
病
が
進
み
、
長
崎
御
番
も

つ
と
め
ら
れ
な

い
よ
う
に
な
り
、
天
保
五
年

（
一
八
三
四
年
）

四
十
歳

で
隠
居
し
、
養
子

の
長
薄

に
藩
主
を
一譲

っ
た
。
生
ま
れ
る
と
同

時

に
殿
様

に
な

っ
た

の
で
治
世
は
四
十
年
と

い
う

こ
と

に
な
る
。
隠
居
後
は
江
戸
青
山

の

別
邸

に
住

み
、
嘉
永

四
年

（
一
八
五

一
年
）

五
十
七
歳
で
没
し
た
。

福
岡
市

の
提
案

に
よ
り
福
岡
城
を
中
心
と
し
た

エ

リ
ア
を
今
後
ど
う
活
か
し
て
い
く
か
、
勉
強
会
を
開

い
て
意
見
交
換
を
し
て
い
く

こ
と
で
発
足

い
た
し
ま

し
た
。

【官
民
共
働
勉
強
会

コ
ア
メ
ン
バ
ー
】

＊
福
岡
城
市
民

の
会

・
石
井
理
事
長

＊
福
岡
商
工
会
議
所
　
＊
福
岡
青
年
会
議
所

＊
ホ
ー
ク
ス
タ
ウ

ン
　

＊
西
日
本
鉄
道
株
式
会
社

＊
財
団
法
人
福
岡
ア
ジ

ア
都
市
研
究
所

＊
福
岡
観
光
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
ビ

ュ
ー
ロ
ー

＊
九
州
電
力
株
式
会
社

＊
経
済
振
興
局

　
＊
教
育
委
員
会

第

一
回
目
　
６
月
１１
日
　
赤
煉
瓦
文
化
館

勉
強
会

の
進
め
方
を
協
議

講
演
と
意
見
交
換
会
を
併
用
し
、
議
論
す

べ
き

問
題
意
識
を
高
め
る
。

第

二
回
目
　
７
月
１４
日
　
赤
煉
瓦
文
化
館

「劇
的
遺
一産
活
用

の
日
々
」

砂
田
光
紀
先
生

に
よ
る
講
演

福
岡
城
下
町

の
活
用
策
を
さ
ぐ
る

。
福
岡
城

の

活
用

第

三
回
目
　
８
月
６
日福
岡
市
立
中
央
市
民
セ
ン
タ
ー

「都
市
観
光
と
そ

の
経
済
効
果
～
福
岡
は
観
光
都

市
か
～
」

福
井
康
子
先
生

福
岡
城

の
整
備

・
活
用
と
そ

の
経
済
効
果

第
四
回
目
　
８
月
２６
日
　
福
岡
市
交
通
局

「熊
本
城

の
復
元
整
備

に
つ
い
て
」

北
野
隆
先
生

に
よ
る
講
演

福
岡
城

の
復
元
整
備

に
つ
い
て

第
五
回
目
　
９
月
３。
日
　
赤
煉
瓦
文
化
館

（
予
定
）

「基
金

の
構
想
と
戦
略

に
つ
い
て
」

石
井
理
事
長

１０
月
２
日
市
民

フ
ォ
ー
ラ
ム
を
開
催
、
徹
底
討

論

の
予
定

二
回
目
以
降
は

一
般

の
方

の
傍
聴
も
あ
り
、
多
く

の
方

の
参
加
が
あ
り
ま
し
た
。

こ
の
勉
強
会

の
内
容

の

一
部
は
、
福
岡
城
市
民

の

会

の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

に
掲
載
し
て
い
ま
す

の
で
、
ぜ

ひ
ご
覧
下
さ

い
。

ま
た
、
勉
強
会

の
中
間
報
告
と
し
て
１０
月
２
日

に

中
央
区
市
民
セ
ン
タ
ー
ホ
ー
ル
に
て
市
民
フ
ォ
ー
ラ
ム

「徹
底
討
論
―
甦
る
福
岡
城

・
福
岡

の
シ
ン
ボ
ル
に
な

る
か
」
を
開
催
し
ま
し
た
。
官
民
共
働
勉
強
会
で
多
く

の
方
の
意
識
が
高
ま
り
つ
つ
あ
る
今
、
皆
様
の
声

・
意

見
を
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
な
ど
で
お
聞
か
せ
下
さ
い
。

十代 ‐ ‐
黒田 斉清

(福岡市博物館所蔵 )



豊前中津城をたずね
8:30-19:00

1587(天正 15)年、豊臣秀吉の九州平定に伴い、黒田

孝高 (如水)は豊前六郡 12万 3千石の領主として入国した。

翌年、丸山城を修補し中津城の築城にとりかかつた。現

在中津市民俗資料館に残されている「黒田如水縄張図Jと

伝えられる絵図には、本丸・ニノ曲輪・三ノ曲輪とともに

「町」も記されている。

その後、豊臣秀吉の朝鮮出兵 (文

禄・慶長の役)、 秀吉没後の関ヶ原の

戦いに大功をたて、1600(慶長 5)

年 12月 筑前国に入国。黒円家の豊

前統治は 14年の短い期間であつた

が、数々の業績を残し現在でも敗日水」

という地名まで残している。

当日中津城内では、豊前中津黒田

武士顕彰会の皆さんから「黒田如水

①―ツ戸城 :城主・中間統胤(中津市耶馬渓)

九州で一番最初に黒田如水の傘下になり、豊前国平定に

協力し黒田姓を授けられ、黒田統胤と称す。筑前入国

後は、六端城の一つ小石原城の城主として抜擢された。

② 平田城 :城主・栗山備後利安 (中津市耶馬渓)

豊前耶馬渓谷の要の城であり、黒田氏一番の重臣を置

く。

黒田氏が筑前入国後に福岡藩の重臣となつた栗山大膳

は、この城で生まれ少年期をすごした。

③如水小学校/郵便局 (中津市上如水)

九州の関ヶ原合戦の際、黒田如水が兵 8千の訓練と出

陣式を行った場所。土地の人々が如水を慕って敗Π水原」
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陽

黒田如水・長政親子の戦跡を訪ねる !

黒田家、九州最初の拠点、
日 時 平成22年 7月 17日 (土 )

…

を大河 ドラマヘ」と大歓迎され、

黒田如水の人気が高い事にビック

あらためて中津に於ける

りした。

と言うようになり、現在

④城丼谷/大平城

(築城町寒田)

豊前国で最後まで豊臣

秀吉に抵抗を続けた宇

都宮 (城井)氏の居城。

⑤天徳禅寺 (築城町本庄)

宇都宮 (城井)氏の菩提寺。当時の当主 17代長甫・18

代鎮房・19代朝房の墓と位牌が安置されている。

(記 福岡城市民の会事務局 野田弘信 )

白 林 井 東 阿
上ヒ

石  上 郷 留

靖 弘 愛 克 啓

子 子 子 三 子

高 菅 鍬 川 木

野 野 原 口 村

爾 範 伸

稔 実 生 子 子

福 外 白 川

山 山 石 畑

守 穣 武 正

義 也 彦 敏

黒田如水築城、本丸の石垣 黒田と細川の石垣の境

黒田如水縄張図 中津城訪間記念写真 (あかんべ～さんと共に)

「上如水」の土地名となる。

城丼谷 天徳禅寺

:編 1集:後信己
今夏の猛暑、皆様方には無事のり切られたで

しょっか ?
来年 3月 12日 、いよいよ九州新幹線鹿児島
ルー トが開通します。

観光立国を目指して、福岡の観光に大いに力

を入れるべき時期到来です。

当会も福岡市と福岡城の再現のための官民共

働勉強会や市民フォーラムを実施し、天下分け

日の戦いに挑んでおります。

福岡城・市民の会の翼が風に乗つて羽ばたけ

ますよう皆様方の応援をお願い申しあげます。

また、ホームページヘのメッセージどしどし

ご投稿 ください。

福岡城市民の会


